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貞
享
以
後
長
崎
の
支
那
貿
易
に
就
い
て

保
険
に
於
け
る
偶
然
の
必
然
化
・
・
・
相
抑
制
千
博
士

護

皆同事博士

-
丈
串
博
士

抱

肌

常

叩

油

公
有
牧
待
財
産
ご
地
方
財
政

徳
川
時
代
の
寺
一
耽
名
目
金
・

株
式
定
期
取
引
の
限
月
復
奮
に
就
い

τ
問
摘
出
早
十
一

都

幅

錦

雌

伏
見
酒
造
労
働
に
就
い
て

繁
築
指
数
ご
枇
舎
の
繁
柴

唱遮

A守

預
金
部
地
方
資
金
貸
付
規
程

細
山
川
V
'
t

組博品下士

-
組
師
事
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純
消
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・
土

錦
略

本
誌
第
二
十
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巻
組
目
録

附

議

嶋

職
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昌
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中
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典

之

助
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保
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詑

苑

枕
式
定
期
玩
引
由
限
月
復
蓄
に
就
い
て

第
二
十
七
各

八
九
宍

第
一
ハ
批

問

株
式
定
期
取
引
の
限
月
復
葎
に
就
い
て

メ入• 
西

庄

多C

nlC 

近
崎
、
株
式
取
引
所
じ
闘

L
雌
に
論
議
さ
れ
つ
、
ゐ
ゐ
は
、
所
論
限
月
復
奮
問
題
で
ゐ
る
。
誠
一
ゴ
一
回
f
れ
は
、
そ

の
定
期
取
引
(
現
行
長
期
清
算
取
引
)
り
限
月
ゃ
現
在

ω
二
ヶ
月
よ

h
従
前

ω三
ヶ
月
に
復
醤
せ
し
め
よ
ご
い
ふ
要

求
を
中
心

t
L、
之
に
幾
多
賛
否
の
意
見
が
闘
は
さ
れ
つ
、
ゐ
る
の
で
ゐ
品
。
尤
も
限
月
刈
紛
論
な
る
も
の
は
之

を
隠
史
的
に
見
る
な
ら
ば
.
過
去
に
於
て
も
腿
i
繰
越
B
れ
た
る
こ

Z
の
あ
る
凶
総
附
的
問
題
で
ゐ
る
が
、
そ

ω一

最
近
一
し
唱
へ
ら
品
、

Mmω
も
の
は
、
か
の
大
正
十
四
年
四
月
よ
b
質
施
苫
れ
た
る
改
正
取
引
所
法
に
そ
凶
一
阻
後

ω

動
機
を
置
〈
も
の
で
あ
る
。
郎
も
政
府
は
株
式
取
引
の
貨
物
化
、
投
機
抑
制

ω目
的
合
以
工
法
令
り
改
正
を
企

て
.
多
年
慣
行
し
来
れ
る
三
限
月
制
度
を
拾
て
、
六
十
日
を
受
渡
期
同
三
す
る
現
行
制
度
を
採
川
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
が
、
爾
来
、
取
引
所
に
於
け
る
日
括
購
出
来
高
は
漸
〈
不
振
り
皮
を
加
へ
、
手
数
料
欣
入
亦
之
に
件
ふ

τ

減
少
を
告
「
る
に
及
び
、
こ
、
に
取
引
所
闘
係
者
は
起
ち
て
以

τ共
復
欝
運
酬
を
始
む
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ

る
。
殊
に
先
般
、
大
阪
商
i
h
H
議
所
を
初
め
各
地

ω両
目
ム
曾
議
所
其
他
に
於
て
も
此
運
動
じ
謝
l
同
情
ゐ
る
謹
カ

を
拠
へ
る
こ
E
仁
決

L
・
政
府
首
局
に
謝
す
る
雑
誌
案

ω提
出
記
な
る
等
、
一
般
縦
…
隣
接
り
深
甚
な
る
注
志
を
悲

(
仁
至
つ

τゐ
る
。



然
る
に
之
に
封
す
る
商
工
省
嘗
局
は
依
然
竪
〈
短
縮
主
義
を
執

h
て
動
か
宇
、
嘗
業
者
の
陳
情
せ
る
商
内
減
少

一五身

ω
如
き
は
、
目
単
一
党
.
投
機
の
減
退
、
思
惑
凶
萎
縮
を
物
語
れ
る
も
の
に
し
て
、
剖
も
改
正
取
引
所
訟
が
着
々

そ

ω賞
殺
を
感
げ
つ
、
め
る
諮
左
に
外
な
ら
宇
ピ
な
し
、
叉
一
部
の
人
々
、
特
に
経
済
卒
者
的
中
に
も
限
月
復
欝

の
非
な
る
事
を
逃
べ
、
飽
く
迄
短
期
取
引
山
理
怨
に
向
つ

E
進
む
べ
き
こ
ど
を
強
制
し

τゐ
る
。

ん
す
之
島
ι
色
分
け

L
τ
見
4
0

官
、
取
引
所
附
係
者
及
び
府
民
際
綴
済
界
に
活
動
せ
る
人
々
は
犬
般
に
於
C
限
月
似
沓

論
者
に
厨
し
、
政
府
皆
局
者
及
び
多
〈
り
凡
ド
お
は
限
月
刈
紛
論
者
印
も
復
市
札
口
反
割
論
者
に
川
川

I
る
も
山
ご
一
お
っ
て

大
泌
が
な
い
ゃ
う
で
ゐ
る
尤
も
事
者

ω中
に
も
柿
々
な
る
見
地
よ
り
限
H
A
心
復
替
を
是
泌
す
る
人
も
あ
‘
り
、
反

論
に
取
引
所
開
係
者
に
し
て
限
月
川
知
紡
な
可
ピ
す
る
人
も
め
ら
で
、
谷
I
多
少
の
例
外
的
あ
る
一
三
」
は
一
五
L
迄

も
な
い
。

而
し
て
復
笹
論
者
及
び
之
が
反
机
割
論
者
は
夫
々
自
己
の
所
説

ω
正
賞
な
る
こ
ご
世
論
諮
せ
ん
が
潟
に
純
々
な
る

理
由
を
列
恕
し
て
ゐ
る
が
、
私
的
見
る
所
に
依
れ
ば
.
そ
り
多
〈
の
も
山
は
何
れ
も
庇
比
四
に
は
限
月
復
奮

ω可
否

を
積
極
的
に
断
定
せ
し
む
る
に
足
ら
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。
併
し
夫
等
に
劃
す
る
論
詐
は
之
を
止
め
、

私
自
身
の
卑
見
を
要
越
し
、
以

τ大一方
ω
批
判
を
仰
が
う
正
閉
山
ふ
。

-
}
、
に
は
般

私
見
を
越
ぷ
る
に
先
ち
、
限
月
仙
一
一
知
紛
が
株
式
取
引
に
於
り
る
投
機
抑
制
に
到
し
、
H
と

ωや
う
な
致
山
本
を
牧
め

た
る
ゲ
宮
少
し
〈
調
食
し
て
見
る
一
て
し
ド
し
ゃ
う
。
蓋
し
先
年

ω取
引
所
法
改
正

ω
根
本
精
紳
が
投
機
抑
座
に
あ

b
記
す
れ
ば
、
北
(
口
的

ω成
否
如
何
は
同
法
の
時
川
市
市
へ
の
倒
値
並
び
に
運
命
に
針
l
重
大
な
る
指
示
を
典
へ
る
も

説

31& 

株
式
定
問
恥
引
白
限
月
複
起
に
就
い
て

第
二
十
七
者

八
九
七

第
六
説

ヨi



話

苑

株
式
定
期
取
引
の
限
目
復
諸
に
就
い
て

第
ニ
十
七
巻

λ
九
A

第
六
都

-
一
六

の
Z
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
ゐ
る
o

尤
も
こ
の
仕
事
は
甚
だ
困
難
に
し

τ到
底
精
確
な
る
判
断
は
之
を
得
ら
れ

な
い
で
あ
ら
う
が
、
改
正
法
賞
施
後
阪
に
約
三
年
の
歳
月
を
閲
し
た
る
を
以
て
、
大
檀
の
影
響
は
事
賓
の
上
に
就

き
誇
明
出
来
る
で
ゐ
ら
う
Z
思
ム
。
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回
大
正
十
ニ
部
上
中
期

l

岡
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四
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一
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一
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十
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中
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一
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二
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半
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一

l
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一
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先
づ
長
期
出
来
高
を
見
る
に
、
大
正
十
四
年
上
竿
期
削
も
限
月
一
知
蛤
桜
島
施
期
を
基
ど
し
て
漸
次
不
振
山
道
税
を

辿
b
っ
、
あ
る
事
を
鋭
如
し
得
ら
れ
る
。
株
式
前
内
は
諸
多
の
原
闘
が
結
合
L
、
そ
の
有
機
的
な
る
作
用
に
依
h

て
盤
化
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
託
珠
山
一
民
抜
高
H
H

大
局
的
仁
見
れ
山
品
、
則
削
竺
般
の
景
況
を
地
盤
ど

ι限
月
鋭
縮

ぜ
い
ふ
因
子

ω作
用
を
受
り
て
動
い
て
来
た
ピ
云
へ
る
。
然
ら
ば
上
記
漸
減

ω大
勢
以
財
界
不
況
に
加
ふ
る
に
限

月
短
縮
に
胸
寸
却
す
る
結
果
な
h
ピ
見
倣
す
の
外
は
な
い
。
唯
是
式
で
は
英
中
、
限
月
の
短
縮
が
い
と
の
や
う
に
影
響

し
て
ゐ
る
か
は
末
日
ι
明
か
に
志
れ

τゐ
な
い
か
ら
、
我
々
は
誕
に
此
駄
を
明
か
に
す
る
必
要
を
持
つ
。
其
掛
川
に
長

期
Z
短
期
E
の
毎
牢
期
毎
の
出
来
高
数
字
を
正

b
、
一
見
に
大
正
十
四
年
上
中
T
期
の
そ
れ
を
一

ootし
て
他
を
之

に
劃
す
る

μ
に
て
表
示

L
て
見
記
。

株
式
定
J~J 
取

01 
ι 
~J退|恩

義一
脅
tこ
就七七 九 日l
い 三 λλl
て一←ー ←」

大

正

十
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牛
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宇
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設

苑

大

坦
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長
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主占
式
友己

1田
誠
司l
白

眼
H 
復
萄

一一一ー に
大丸 O 三 00";1"就
二わ 二六ーの二い

て

，'1 

第
二
十
七
魯

八二二ニ宜 o0 -t; 
四七ニ -tOの

九
C 
O 

第
六
都

-
-
A
 

一1
3

司
」

8
1

一c
c

丸
一

一六一二
一一一一一一一O宜ゴ

工

而
し

τ私
が
此
比
硲
を
作
成
L
打
目
的
H
H

次
的
如
〈
で
ゐ
る
。
株
式
前
向
山
~
大
い
自
を
品
抗
す
る
最
大
四
千
允
る

一
般
財
界
の
景
況
が
株
式
界
仁
影
響
す
る
場
令
、
小
田
去
を
拾
て
、
大
岡
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
長
期
ご
短
期
ご

の
両
者
に
共
通
仁
響
〈
べ
き
答
で
ゐ
品
。
然
る
仁
短
期
取
引
は
大
正
十
四
年
四
月
前
後
を
通
じ
限
月
短
縮
ご
い
V

ふ

影
響
を
直
接
仁
受
付

τ
ゐ
な
い
か
ら
・
若

L
雨
者

ω増
滅
的
大
勢
に
何
等
か
の
開
き
を
見
出
す
さ
せ
ば
、
そ
れ
は

一
服
限
月
一
知
締

ω然
ら
し
む
る
所
ご
考
ふ
る
こ
吉
、
あ
な
が
も
諜
・
り
た
る
観
察
ご
は
云
へ
な
い
で
あ
ら
う
ご
。
斯

か
る
前
提

ω下
に
上
記

ω比
率
を
見
る
に
、
巣
し
て
此
前
提
を
事
賞
た
ら
し
む
る
結
果
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の

で
ゐ
る
。
即
ち
限
月
短
縮
以
前
に
ゐ
h
て
出
来
高
の
増
減
は
長
期
、
短
期
の
雨
者
を
通
じ
略
I
相
伴
ひ
し
も
の

が
、
共
質
施
以
後
消
長

ω大
勢
。
佐
渡
じ
、
財
界
好
化
に
伴
ふ
増
加
力
は
川
河
期

ω方
が
大
正
な
与
、
逆
に
財
界
感
化

に
件
ふ
減
少
カ
は
却
っ
て
長
期
の
方
が
大
正
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
o

要
之
、
限
月
の
短
縮
が
長
期
出
来
高
を

減
少
せ
し
む
る
餓
あ
る
は
否
定
L
得
な
い
所
に
し

τ、
唯
財
界
好
況
附
仁
は
こ

ω
一
般
的
原
因
仁
基
〈
般
盛
の
絡

に
明
白
に
窺
知
す
る
こ
Z
困
難
な
る
も
、
そ
の
培
誕
を
殺
ぎ
つ
、
あ
る
は
事
震
で
あ

b
、
逆
に
不
況
時
に
入
h
τ



は
其
影
響
最
も
鮮
明
に
、
商
内
の
不
振
を
一
一
居
深
刻
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

限
月
知
縮
は
長
期
出
来
高
を
滅
宇
る
。
併
し
我
々
の
目
的
は
そ
れ
が
投
機
抑
魅
に
調
し
如
何
程

ω殺
果
ゐ
b
し

ゃ
を
知

ιん
日
す
る
に
あ
る
Q

政
府
に
ご
り

τも
前
内
内
全
般
的
減
少
は
必
宇
し
も
其
目
的
を
達
し
た

h
E
は一五

へ
す
、
単
に
不
健
全
な
る
投
機
を
排
除
せ
ん
ざ
す
る
に
あ
っ
た
こ

Z
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
郎
t
，
出
来
高
減
少
の
内

容
が
し
げ
の
知
〈
で
あ
る
な
ら
ば
大
韓
政
府

ω成
功
を
意
味
し
、
作
内
如
〈
で
あ
る
な
ら
ば
其
失
敗
を
物
語
れ
る
も

の
己
一
式
へ
ゃ
う
。

限
月
短
縮
前

ω
出
来
高
内
容

投

機

取

引

投

掛

取

引

皿

f

t

l

 

単
身
北
日

1111111111 

(ィ}

(ロ)

i{|二

F艮
月
短
縮
後
江〉

出
来上
高~{
内小
容

、
之
を
明
か
ょ
す
る
震
に
は
・
全
然
糟
磁
E
は
云
へ
な
い
ー
ま
で
も
、
長
期
受
波
高
の
出
来
高
に
罰
す
る
比
率
を
見

る
の
外
は
な
い
。
而
し
て
そ
れ
に
依
れ
ば
、
大
正
十
四
年
下
宇
期
以
後
に
於
け
る
数
字
は
以
前
の
そ
れ
に
比
し
て

一
段
ご
増
加
し
て
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
同
一
資
質
高

Z
L
て
、
そ
れ
に
A

位
固
ま
れ
る
投
機
取
引
の
分
量
が
質
取
引
の

設

施

九

株
式
定
期
取
引
の
限
月
復
藷
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

第
六
輔

1， 
O 

E是渡E行ふものは総4て健全なる取引なり止見倣すのである。



結

苑

株
式
定
期
取
引
O
眠
月
復
砲
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

九
O 

第
六
披

O 

1
7
量
に
比
し
よ
b
多
〈
減
少
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
限
月
復
奮
論
者
の
或
者
は
受
渡
期
聞
の
長
短
は
投
機
心
の
消

長
に
影
響
な
し
ご
断
宇
る
も
、
事
賞
は
明
瞭
に
此
濁
断
を
否
定
し
っ
、
あ
る
。
尤
も
限
月
を
一
ヶ
月
斜
縮
し
た
る

に
相
臆
す
る
量
だ
け
減
少
せ
し
め
る
ご
い
ム
が
如
曽
謬
に
は
ゆ
か
な
い
ご
し
て
も
、
兎
に
品
川
投
機
が
長
期
取
引
よ

b
漸
次
駆
逐
き
れ
つ
、
あ
る
は
等
は
れ
な
い
事
貸
で
あ
る
。
従
て
此
貼
よ
り
論
宇
れ
ば
、
政
府
今
回
の
取
引
所
法

の
改
正
は
一
樹
脂
其
目
的
を
蓬
し
た
り
ご
云
っ
て
諜
h
は
な
い
。

然
れ
ど
も
真
に
進
ん
で
考
察
す
る
持
、
比
投
機
抑
制
に
閲
す
る
政
府
の
成
功
を
傷
け
る
事
情
は
少
hr
ら
十
昆
出

色
れ
る
。
そ

ω主
な
る
も

ωの
第
一
は
短
期
清
算
取
引
へ
の
鱒
移
如
何
で
あ
る
。
長
期
に

τ阻
ま
れ
た
る
投
機
が

短
期
に
集
ま
る
が
如
き
こ
己
ゅ
の
ら
ば
、
全
般
的
に
見

τ投
機
は
決
し
て
減
少
し
た

b
z
は
一
五
へ
な
い
。
然
る
に
長

期
己
短
期
正
に
於
け
る
受
波
高
調
出
来
高
り
比
率
の
推
移
を
掛
照
し
て
見
る
に
、
時
地
域
な
が
ら
此
偏
集
を
演
じ
っ

、
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。
長
期
密
主
ご
す
る
東
京
よ
り
も
短
期
本
位
の
大
阪
に
於

τ特
に
其
傾
向
的
著
し
い
の
も
‘
比

断
定
を
有
力
な
ら
し
む
る
事
賞
で
あ
る
。

そ
の
第
二
は
健
全
な
る
株
式
取
引
の
畿
肢
を
投
機
抑
M

障
の
利
盆
以
上
に
妨
害
し
て
を
つ
て
は
な
ら

mNth-
ム
事

で
あ
る
。
此
問
題
の
解
決
は
先
づ
所
調
健
全
な
る
取
引
を
妨
げ
つ
、
ゐ
り
や
否
や
を
愉
惜
し
、
次
に
若
し
妨
害
の
事

賞
ゐ
b
ご
す
れ
ば
、
其
殺
皮
を
投
機
抑
制
の
程
度
に
比
照
し
、
以
て
雨
者
の
酬
明
重
を
判
断
寸
る
に
あ
る
。
而
し
て

其
の
第
一
段
の
徐
討
は
賞
際
に
は
極
め
て
困
難
で
ゐ
b
、
前
記
投
機
取
引
の
短
期
へ
の
樽
移
を
も
考
へ
ね
ば
な
ら

ぬ
が
、
理
論
的
に
は
次

ω如
く
な
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
正
信
守
る
。
卸
も
限
月
短
紛
の
事
な
か

h
し
せ
ば
、
長

期
出
来
高
は
恐
ら
〈
創
期
の
そ
れ
正
推
移
を
共
に
す
る
で
ゐ
ら
う
か
ら
、

A
T
成
時
期
の
大
正
十
四
年
上
宇
期
を
一



O
O
Zす
る
、
短
期
出
来
高
率
を
同
十
四
年
上
宇
期
に
於
け
る
長
期
出
来
高
に
乗

ι、
得
た
る
積
に
限
月
短
縮
以

前
に
於
け
る
長
期
取
引

ω
受
波
高

ω
出
来
高
に
謝
す
る
平
均
率
を
采
中
れ
ば
、
務
に
限
月
短
縮

ω行
は
れ
な
か
っ

た
場
合
の
禁
期
の
受
波
高
の
近
似
値
を
見
出
[
得
る
。
然
る
に
現
質
に
は
限
月
短
縮
の
事
あ
り

L
を
以

τ共
大
い

き
は
-mH
際

ω受
波
高
ピ
相
違
し
て
ゐ
る
で
ゐ
ら
う
か
ら
、
北
(
差
は
即
ち
限
月
短
縮
が
株
式
取
引
に
及
ぼ
し
た
る
消

長
た
る
仁
外
な
ら
な
い
。

A
1
此
計
算
拾
に
従
ひ
大
阪
及
び
東
京

ω成
績
を
見
る
に
、
大
阪
に
於

τは
他
会
な
る
取

引
は
多
少
妨
げ
ら
れ
つ
、
あ
る
も
、
東
京
に
於
て
は
共
形
跡
を
認
め
ら
れ
宇
、
投
機
抑
制
に
閲
す
る
政
府

ω施
設

は
順
調
に
英
成
果
を
牧
め
北
ピ
云
へ
る
o

次
じ
第
二
段

ω比
較
も
健
全
な
る
取
引

ω妨
害
が
投
機
抑
制

ω
粁
度
よ

h
小
な
hJ
ピ
L
て
、
英
科
盤
を
判
断
す
る
客
制
的
な
標
準
が
な
い
か
ら
、
結
局
各
人
の
主
机
的
な
る
許
舗
に
任
す

の
外
は
な
い
。
そ
れ
は
兎
も
角
、
大
阪
に
あ
b
て
は
投
機
を
一
知
期
に
逸
脱
廿
し
め
た
る
傾
ゐ
る
の
み
な
ら
す
、
今

亦
少
な
b
E
は
云
へ
健
全
な
る
取
引
を
妨
害
し
た
b
ご
せ
ば
、
限
月
短
縮

ω数
回
市
に
'
金
制
的
一
賛
意
eT
表
し
得
な
〈

-
』
れ
岡
西
地
方

ω取
引
所
に
於

τ限
月
知
縮
小
凶
致
巣
が
疑
は
れ
る
理
由
で
ゐ
る
ま
い
か
。

な
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
限
月
剣
紛
が
定
期
限
引
に
於
付
る
投
機
を
抑
制
す
る
仁
相
常

ω数
巣
ゐ
る
蔀
は
確
で
ゐ
る
が
、
同
時

に
又
そ
れ
が
芳
し
〈
な
い
朕
践
に
働
い
た
一
』
ピ
も
事
買
で
あ
る
。
従

τ政
府
A
T
岡
山
改
正
は
功
罪
相
宇
ば
す
る
も

の
ご
云
へ
ゃ
う
o

復
醤
論
者
の
或
者
は
比
最
後
の
瑳
を
捉
へ
て
限
月
短
縮
り
無
意
義
な
る
を
唱
ヘ
、
叉
百
件
割
論
者

の
成
者
は
某
前
者
の
勅
を
眺
め
て
限
月
短
縮
の
成
功
を
誇
ら
ん
ど
す
る
も
、
そ
の
共
に
企
部

ω異
理
で
な
い
事
は

阪
に
明
で
ゐ
る
。

院

宛

株
式
定
期
取
引
自
限
月
祖
替
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

丸

O
三

第
;1 ... 
観



寵

手匝

株
式
定
畑
後
引
自
限
月
復
砲
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

九

O
四

第
六
挽

一一

前
節
は
限
月
一
知
縮

ω一
致
果
を
質
績
の
上
か
ら
協
慨
し
た
の
で
ゐ
る
が
、
之
よ
h
私

ω此
問
題
に
劃
す
る
卑
見
を
要

通
し
ゃ
う
。

な
は
株
式
清
算
収
引
の
期
聞
は
共
性
質
よ
り
出
俊
し
て
考
究
さ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
ご
信
中
る
。
蓋
し
株
式
取

引
が
現
今
の
経
済
組
織
的
下
に
必
然
的
に
要
求
せ
ら
れ
、
経
済
上
必
要
な
る
作
用
を
倍
ん
で
ゐ
る
も
り
で
ゐ
る
正

す
る
な
ら
ば
、
如
何
殺
人
活
的
に
之
を
底
除
し
ゃ
う
ご
努
力
し
て
も
、
到
底
其
目
的
を
迭
し
得
ら
れ
な
い
笹
で
め

る
o

其
根
絡
を
徹
底
し
て
行
は
ん
に
は
、
そ
の
存
在
を
必
生
せ
し
な
る
現
時
り
経
糖
組
械
白
檀
り
改
造
よ
り
か
、

ら
ね
ば
な
ら
尚
一
順
序
で
ゐ
品
。
而
し
て
共
清
算
取
引

ω
期
聞
が
相
官
の
長
さ
を
奥
へ
ら
る
、
に
非
十
ん
ば
其
働
が

不
充
分
で
ゐ
h
、
或
は
殆
け
と
不
可
能
で
あ
る
ご
す
る
な
ら
ば
、
他
〈
迄
そ
り
期
間
を
要
求
す
る
事
も
委
嘗
で
な
り

れ
ば
な
ら
白
か
ら
で
あ
る
。
か
の
多
年

ω商
慣
習
で
あ
る

Z
か
、
投
機
一
式

7
Z埋
由
正
し
て
三
限
月
制
を
是
非
す

る
必
要
は
大
し
て
之
金
見
な
い

Z
考
へ
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
。
つ
ま
り
限
月
問
題
の
理
論
的
解
決
は
株
式
の
清
算
取

引
そ
の
も
の
に
依
b
て
行
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
清
算
取
引
己
は
ど

ωや
う
な
も

ωで
あ
る
か
。
清
算
取
引
ご
は
賞
取
引
を
根
幹
ご
し
、
之
に
投
機
取
引

の
存
在
、
特
に
資
力
な
き
投
機
取
引
の
混
加
し

τ行
は
る
、
一
帯
を
承
認
さ
れ
た
る
取
引
を
云
ム
。

註

私
は
取
引
を
、
羽
在
と
掃
車
と
の
問
に
生
ず
る
市
倒
挫
勤
皇
室
一
制
定
利
得
せ
ん
と
し
て
商
品
を
買
付
け
若
し
く
は
蛍

H
け
る
か
両
か
に
依
り
、

技
堵
恥
引
と
賢
一
k
引
と
に
分
ち
、
前
者
を
単
に
其
賀
県
一
取
引
に
利
贈
す
る
費
力

E
有
す
る
宇
一
世
干
に
依
り
、
資
力
あ
る
技
槽
取
引
と
有
力
な
さ
又
は

祉
抗
議
白
若
し
〈
は
純
投
機
車
引
と
の
ニ
に
分
。
。

元
米
商
品
の
取
引
は
賞
取
引
た
る
を
以
1
本
来
正
す
る
。
即
も
そ
の
卸
時
た
る
言
先
物
た
る
ご
を
問
は
宇
、
頁



方
は
現
日
間
を
、
由
民
方
は
代
金
の
全
部
を
各
I
提
供
し
A
日
ひ
、
共
現
実
の
受
渡
に
依
り
決
憐
完
了
せ
ら
る
べ
き
も
の

で
あ
る
o

然
る
に
此
質
取
引
は
投
機
目
的
か
ら
之
を
見
れ
ば
、
そ
の
聞
に
不
用
な
る
道
程
を
存
L
極
め
て
迂
遠
で

あ
b
、
従
て
そ
れ
に
副
ふ
が
如
〈
漸
弐
畿
換
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
先
づ
投
機
取
引
者
の
中
‘
資
力
ゐ
る
投
機
者

は
質
取
引
者
ご
岡
山
h

共
取
引
に
相
臆
す
る
資
力
を
有
す
る
も
‘
目
的
が
市
倶
畿
動
的
差
額
に
あ
る
結
果
、
受
波
ご
い

」
事
は
会
〈
意
義
な
き
行
骨
岬
己
な
り
寧
ろ
煩
刑
制
械
ま
る
過
視
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
従
て
彼
等
に

t
b
て
は
契
約

百
履
行
記

ω
間
に
相
蛍
の
期
聞
を
ゐ
り
、
且
つ
受
渡
4
M
4

避
り
て
其
純
粋
な
る
結
果
却
も
市
痕
獲
動
の
差
金
の
み
を

授
受
す
る
事
を
得
れ
ば
・
最
も
合
目
的
々
な
ら
、
さ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
剖
も
買
取
引
は
此
目
的
に
従
ひ
鐙
廷

を
そJ
〈
ゐ
に
至
る
の
で
わ
る
が
、

J

れ
清
算
以
引
が
質
取
引
J
h
y
地
球
F
h
r
Q
第
一
歩
で
あ
る
o

併
[
投
機
若
か
ら

之
を
見
れ
ば
此
時
換
さ
れ
た
る
取
引
も
未
だ
以
て
多
分
の
無
駄
を
合
む
も
の
E
云
は
ね
ば
な
ら
凶
。
彼
等
の
目
的

が
市
伺
幾
動
の
差
額
に
ゐ
h
ご
せ
ば
、
葉
商
品
の
会
代
償

ev準
備
す
る
は
甚
だ
不
必
要
で
ゐ
る
か
ら
で
ゐ
る
。
彼

等
が
準
備
す
る
こ

t
を
要
し
又
ぞ
れ
に
て
足
る
資
力
は
、
営
該
商
品
に
付
き
嘗
該
期
間
内
に
活
常
生
子
ぺ
-
宮
市
街

滋
励
の
差
金
に
相
賞
す
る
額
で
ゐ
る
。
葦

L
此
額
を
準
備
す
れ
ば
、
相
手
方
に
謝

L
何
等
の
危
険
、
迷
惑
を
も
家

ら
し
む
る
こ
正
な
き
を
以

t
h
v
あ
る
o
斯
〈
て
資
力
な
き
投
機
者
か
ら
之
を
見
れ
ば
足
に
此
要
求
に
基
〈
援
夏
を

必
要
正
す
る
に
至
る
の
で
め
る
が
、
こ
れ
清
算
取
引
が
賞
取
引
よ
b'
麗
移
す
る
第
二
歩
で
あ
る
。

以
上
は
投
機
円
的
仁
依
b
質
取
引
が
如
何
に
時
移
し
ゅ
〈
か
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
今
清
算
取
引
な
る
も
の
は

賞
取
引
、
資
力
ゐ
る
投
機
取
引
、
資
カ
な
き
投
機
取
引
の
三
者
が
滋
在

t
て
行
は
れ
る
の
を
認
な
る
も
の
な

h
t

ず
れ
ば
、
そ
れ
が
異
質
清
算
取
引
ご
し
て
存
す
る
銭
に
は
之
等
三
者
の
立
場
を
総
べ
て
考
慮
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

読

事E

株
式
定
期
取
引
由
限
月
復
砲
に
就
い
て

第
二
+
七
巻

九
O
五

由存

続



位

苑

四

株
式
定
期
取
引
白
眼
月
債
務
に
就
い

τ

第
二
十
七
を

L

コ一、

イ
ノ

f
L
J
T
F

第
六
枕

こ
ご
は
一
五
ふ
迄
も
な
い
。
先
づ
資
力
の
勤
hr
ら
一
五
へ
ば
・
茸
(
寅
買
代
金
の
一
部
郎
ら
前
越
山
り
如
〈
常
務
商
品
に
付

き
常
該
期
間
内
に
通
常
生
中
ぺ
き
市
川
間
接
訪
に
相
臆
す
る
粍
度
内
大
い

3
に
て
を
れ
が
一
良
質
契
約
を
な
す
機
曾
を

奥
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
次
に
期
間
は
一
一
一
者
の
立
場
を
考
ふ
れ
ば
、
必
令
契
約
百
般
行
正
の
聞
に
相
蛍
の
時
間
的
間
隔

e
f
位
〈
こ
ど
を
必
要
ピ
す
る
。
延
仁
取
引
完
了
方
法
ご
し
て
は
、
受
波
に
依
る
決
済
ご
受
渡
に
依
ら
F
る
州
間
賞
、

賀
民
仁
依
る
決
・
幅
制
己
を
認
め
ね
ば
な
ら
向
。

上
逃
せ
し
所
に
依
h
J
消
算
取
引
山
』
M
H
質
は
大
憾
切
か
ド
苫
れ
た
ピ
忠
ふ
が
、
然
ら
ば
例
依
今
日
株
式
に
刊
誌
U

斯

か
る
取
引
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

抑
t
産
業
り
ハ
ロ
理
的
な
る
振
興
を
岡
ら
ん
ど
す
る
に
は
先
づ
其
経
営
り
賞
金
得
な
け
れ
ば
な
ら
れ
刷
守
」
ご
は
殆
ど

説
明
を
要
し
な
い
所
で
め
る
o

而
し
て
叉
英
純
倍
り
方
式
ご
し
て
現
今
最
も
重
裂
な
る
役
制
を
泌
じ
っ
、
め
る
も

の
は
曾
枇
特
に
株
式
品
目
枇

ω組
織
な
る
事
も
何
人
も
異
論

ωな
い
所
で
あ
ら
う
o

即
も
今
日
間
家
産
業

ω
後
迷
を

闘
る
に
は
品
目
枇
制
度
内
普
及
を
助
成
す
る
が
殺
も
趨
切
‘
有
放
な
る
方
法
な
h
z
云
は
ね
ば
な
ら
心
。
而
し
て
此

株
式
曾
枇

ω普
及
を
行
は
ん
に
は
株
式

ω流
通
を
闘
滑
な
ら
し
め
、
資
金
正
持
品
対
正
の
鞠
換
を
察
易
な
ら
し
む
る

が
最
も
緊
要
な
る
ニ
ご
は
明
瞭
疑
を
容
れ
凶
所
で
あ
る
。
然
ら
ば
共
株
式
流
通

ω
闘
滑
を
悶
る
方
法
は
如
何
。
之

に
は
幾
多
の
方
法
が
考
へ
ら
れ
る
で
も
ゐ
ら
う
が
、
そ
の
最
も
根
本
的
な
る
も
の
は
楳
準
市
侭
(
会
定
相
場
)
を
決

定
す
る
一
等
を
措
い

τ外
一
い
な
い
。
其
合
理
的
に
し
て
泊
正
な
る
市
岡
闘
を
定
具
す
る
こ
ど
が
蓋
L
株
式
流
通

ω
最
高

政
策
な

ωで
あ
る
。
然
る
に
此
大
切
な
る
株
式
市
‘
倒
を
楳
定
せ
ん
に
は
今
日
是
非
ご
も
株
式
に
謝
す
る
清
算
取
引

を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
某
質
取
引
を
中
心

Z
L、
之
仁
投
機
取
引
の
加
味
古
る
、
こ
子
宮
必

前持取引は一切のtt誕引を含むも由なる以上、 その白目年内受注を.J?:::裂とする

ものに到しても可能の誌を県へねばなら旧。かむ平交官主制佐山却施は臨恥か

ら且て最も趨慌であると云ふべ曹である。繰延式を採る短期前算取引に就い

ては此車問回目沿い。

2) 



要
吉
す
る
の
で
あ
る
。

凡
そ
商
品
川
り
標
準
市
債
を
決
定
せ
ん
に
は
現
在
市
域
に
存
す
る
線
ぺ
て
の
(
全
部
を
網
羅
す
る
こ

Z
困
難
な
ら

ば
成
主
可
〈
大
量

ω)
需
要
、
供
給
の
み
な
ら
争
、
相
常
賂
来
に
亘
る
需
給
を
も
集
中
加
味
せ

L
め
・
夫
等
の
競

合
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
暗
中
に
市
域
の
一
部
分
に
存
す
る
需
給
の
み
に
て
は
市
舗
の
標
定
己
い
ふ
事
の
不
可
能
な

る
は
一
五
ム
迄
も
な
い
ご
し
て
、
よ
し
市
域
的
全
部
に
存
す
る
現
在
凶
需
給
脅
網
羅

L
得
て
も
・
完
全
な
る
市
債
の

楳
準
は
之
を
決
定
し
得
ら
れ
な
い
。
民
(
怨
に
は
常
然
時
間
市
阜
の
需
給
を
も
之
を
加
味
せ

L
め
、
共
混
行
を
侯
た
ね
ば

な
ら
な
い
の
で
ゐ
る
o

而
し
て
商
品
市
街
め
標
準
が
斯
の
如
〈
に
し
て
定
め
ら
る
、
も
の
正
す
れ
ば
、
そ
れ
に
投

機
取
引
の
必
要
な
品
事
は
殆
♂
説
明
を
裂
し
な
い
。
如
何
な
る
需
裂
に
T
も
又
供
給
に

τも
よ
く
之
を
消
化
油
会

せ
し
め
大
量
取
引
に
よ
る
様
準
的
市
阿
闘
を
求
め
ん
に
は
、
必
A
V
や
投
機
取
引
の
混
加
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
ゐ
る
。
一
見
に
市
債
の
標
定
に
は
相
嘗
将
来
に
一
旦
る
需
給
を
も
之
を
融
加
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

助
事
た
る
投
機
取
引
の
行
は
る
〉
伊
w

意
味
す
る
も
の
に
非
十
し
て
何
で
ゐ
ら
う
。

以
上
私
は
株
式
清
算
取
引
に
就
い
て
述
べ
来
っ
た
が
、
之
を
要
約
し

τ結
ぶ
な
ら
ば
火
の
畑
〈
で
ゐ
品
。
株
式

清
算
取
引
が
経
済
上
雄
官
h
u
作
用
は
‘
従
て
叉
岡
家
が
株
式
的
清
算
取
引
を
認
む
る
理
由
は
之
に
依
h
，

τ株
式
市
舗

の
標
準
を
定
め
、
以
て
其
流
通
を
岡
滑
な
ら
し
め
・
一
岡
産
業
の
振
典
を
圃
ら
ん
ご
す
る
に
あ
る
o
而
し
て
併
に

清
算
取
引
の
必
要
を
認
め
叉
之
が
存
立
を
認
む
る
以
上
は
、
其
性
質
よ

b
し
て
取
引
期
限
を
相
蛍
に
長
か
ら
し
む

る
こ

E
を
必
要
ご
す
る
言
。
私
は
斯
の
如
〈
論
決
し
て
株
式

ω清
算
取
引
は
兎
に
角
即
時
の
質
収
引
で
な
い
ぜ
い

ふ
意
味
に
於
て
、
長
期
た
ら
"
さ
る
べ
か
ら

5
る
こ

Z
を
主
張
す
る
。

蹟

苑

五

株
式
定
期
取
引
の
限
月
復
藷
に
就
い
て

第
ニ
十
七
巻

九
O
七

第
六
械

比島民市域とはlU場。範域E摘し、串者自由f調庇義若し〈は抽象的なる市場

と同様である。

3) 



配

苑

株
式
定
期
取
引
の
臨
月
槌
藷
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

九

O
λ

童書

掠

"" ，、

株
式
清
算
取
引
は
性
質
上
長
期
で
な
(
ー
は
な
ら
必
正
し
て
、
然
ら
ば
其
長
さ
を
幾
何
に
定
む
る
が
過
賞
で
あ

ら
う
か
。
其
長
さ
を
決
定
す
る
標
準
如
何
。

凡
そ
清
算
取
引
的
期
間
を
定
む
る
に
常
b
吾
人
的
一
考
慮
せ
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
標
準
が
ニ
つ
存
す
る
o

私
は
一
を

質
取
引
期
間
正
名
付
り
他
を
清
算
期
閥
、
己
名
づ
り

??zmω
ふ
。
前
者
は
清
算
取
引
り
根
幹
を
な
す
賞
取
引
が
性

質
上
有
た
ね
ば
な
ら
両
長
さ
を
一
五
ひ
、
後
者
は
商
品
市
傾
倒
幅
定

ω必
要
り
潟
に
融
加
せ
し
む
べ
き
投
機
の
量
を
適

度
な
ら
し
む
る
や
う
考
慮
ち
る
、
剣
附
を
一
五
ふ
。
そ
の
各
ー
の
長
さ
が
各
稲
山
商
品
仁
依
h
f
叩
卦
る
吋
き
は
一
五
ふ

迄
も
な
い
。

株
式
其
他
的
詮
券
に
め

h
τ
は
生
産
‘
消
費
ご
い
ふ
事
な
く
、
一
度
俊
行
せ
ら
れ
た
る
以
上
、
常
に
同
一
存
在

子
保
も
っ
、
一
肱
曾
に
流
通
し
て
ゐ
る
の
で
め
る
か
ら
・
其
賞
取
引
仁
は
同
地
信
、
郵
迭
に
要
す
る
時
間
を
除
き
殆
ど

猶
噛
時
期
闘
を
要
し
な

ν詳
で
め
る
o

つ
ま
b
賀
取
引
期
間

μ
無
刷

L
て
差
支
は
な
い
Y
O

従

τ詑
然
出
加
算
取
引
的
期

間
即
ち
限
月
の
長
さ
は
、
一
に
清
算
期
間
の
み
に
依
り
て
定
め
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
Z
云
は
む
ば
な
ら
ぬ
u

然

る
に
他

ω商
品
例
へ
ば
締
綿
.
穀
物
、
生
糸
等

ω如
き
に
ゐ

b
て
は
も
戒
は
生
産
工
程
の
錦
仁
、
或
は
蓮
誌
の
潟

に
ピ
云
ふ
が
如
〈
.
其
賞
取
引
に
一
定
り
期
間
企
奥
へ
ら
る
、
こ
ご
を
必
要
正
し
、
使
盆
と
す
る
も
の
で
ゐ
る
。

加
之
、
一
見
に
其
市
倒
楳
定
的
錦
じ
清
算
取
引
の
開
始
を
見
る
な
ら
ば
、
別
に
叉
清
算
期
間
的
考
慮
せ
ら
れ
ね
ば
な

ら
泊
こ
ご
は
一
式
ふ
迄
も
な
い
。
然
ら
ば
斯
か
る
商
品
の
清
算
取
引
の
期
間
は
如
何
に

L
て
定
め
ら
る
、
か
ご
云
へ

ば
、
結
局
其
清
算
期
間

ω長
さ
正
賞
取
引
期
間
の
長
吉
正
を
比
較
L
、
長
き
に
従
ふ
よ
ち
外
に
詮
が
な
い

G

何
百

な
ら
ば
若
し
然
ら
す
正
せ
ば
.
何
れ
か
一
方

ω要
求
を
揃
足

L
得
な
く
な
る
仁
至
る
か
ら
で
ゐ
る
。



而
し
て
各
積
の
商
品
は
総
ぺ
て
葉
賞
取
引
期
間
及
び
清
算
期
聞
を
異
に
し
、
従
て
其
清
算
取
引
の
期
間
を
同
う

せ
な
い
で
ゐ
ち
う
が
、
之
を
大
館
炉
ら
一
古
っ
て
・
震
取
引
期
間
を
持
つ
商
品
に
あ
b
て
は
之
を
持
た
な
い
詮
券
に

比
し
長
期
の
限
月
を
必
要
Z
す
る
ご
い
ム
事
は
、
先
づ
之
を
認
め

τ宜
L
か
ら
う
ど
思
ふ
。

上
越
し
た
る
所
に
依
ム
リ
、
株
式

ω清
算
取
引
の
期
聞
は
其
清
算
期
間

ωみ
に
依
b
て
定
め
ら
る
べ
き
も

ωで
あ

る
こ
ご
を
知
b
得
た
o
然
ら
ば
其
清
算
馴
聞
は
一
組
如
何
に
し
て
定
め
ら
る
ぺ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
υ

抑
よ
清
算

期
間
正
は
肱
迎

ω如
〈
.
商
品
市
償
掠
定
の
絡
に
寅
取
引
に
融
加
世
し
む
べ
き
投
機

ω量
を
適
度
な
ら
し
む
る
や

う
考
慮
苫
る
、
期
間
で
ゐ
る
。
多
〈
の
投
機
を
加
ふ
る
に
非
古
品
ば
市
債
楳
定
の
望
み
難
き
商
品
の
収
引
に
あ
b

て
は
・
勢
ひ
共
期
間
全
日
記
〈
し
て
投
機
を
集
む
る
り
策
に
出
E
ね
ば
な
ら
ぬ
。
反
之
、
投
機

ω多
お
d
h
d
h

要
せ

F
品

商
品
取
引
に
あ
b
て
は
、
徐

b
に
立
(
期
聞
を
長
(
す
る
必
要
な
〈
、
否
之
を
長
き
に
過
ぎ
し
む
る
時
は
却
っ
て
投

機
山
行
は
れ
る
依
地
を
大
仁
し
‘
其
池
剰
に
件
ふ
弊
中
古
を
百
出
す
る
に
至
る
は
明
で
ゐ
る
。
郎
も
望
ま
し
い
の
は

長
か
ら
や
，
短
か
ら
AT
・
常
該
商
品
の
市
街
様
定
の
い
ふ
目
的
に
通
ふ
中
庸
を
得
た
る
期
間
で
ゐ
る
。
株
式
的
清
算

期
間
も
亦
此
楳
準
に
依
h
て
定
め
ら
る
べ
き
も
の
な
る
こ
正
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

我
々
が
株
式

ω清
算
期
間
従

τ某
清
算
取
引
の
限
月
に
就
い
て
云
ひ
得
る
の
は
此
限
度
に
止
ま
る
。
兵
髄
的
に

二
月
た
る
べ

L
、
或
は
三
月
た
る
べ
し
ご
一
五
ふ
が
如
、
き
ニ
ピ
は
、
理
論

ω上
よ

h
之
を
決
定
す
る
可
能
を
持
た
な

い
の
で
あ
る
。
抑
I
株
式
清
算
取
引
の
根
幹
を
な
す
賞
取
引
が
如
何
な
る
範
囲
に
て
行
は
る
、
か
は
理
論
上
金
〈

強
定
し
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
之
に
加
ふ
べ
き
投
機

ω量
、
従
て
亦
其
期
間
の
長
吉
を
幾
何
に
定
む
べ
き
や

も
、
理
屈
で
之
を
定
め
符
べ
き
筈
が
な

huω
で
あ
る
。
却
も
其
長
さ
を
定
む
る
最
品
悼
の
指
標
は
理
論
に
非
守
し
て

院

苑

株
式
定
期
取
引
の
限
月
観
奮
に
就
い
て

第
二
十
七
棒

丸

O
九

第
プマ
錦

七



既

苑

株
式
定
期
取
引
の
阪

H
復
葡
に
説
い
て

第
二
十
七
巻

ゴL

o 

第
六
捜

λ 

賞
際
に
あ
る
。

腕
に
其
長
さ
が
理
論
に
依
ら
宇
し

τ賞
際
に
依
h
定
め
ら
る
ぺ
き
も
の

Z
す
れ
ば
、
我
々
は
魁
〈
服
を
共
賃
際

に
行
は
れ
た
る
所
に
向
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

先
づ
最
も
長
〈
行
は
れ
た
る
三
月
制
度
よ
b
考
察
し
ゃ
う
。
此
期
間
は
短
き
に
過
ぎ
は
し
な
い
で
ゐ
ら
う
炉
。

私
は
然
ら
す
古
答
へ
度
ぃ
。
蓋
し
此
期
聞
が
短
き
に
過
ヨ
た
り
古
す
れ
ば
、
過
去
に
共
延
長
が
行
は
れ
て
ゐ
た
答

で
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
寅
際
共
収
引

ω街
に
官
れ
る
、
然
も
管
利
に
敏
き
官
業
者
よ
b
比
期
間
金
延
長

f
べ
し
と

い
ふ
要
求
の
嘗
て
提
出
せ
ら
れ
た
る
事
の
な
旨
を
見
れ
ば
、
彼
等
の
賞
地
経
験
よ
h
し
て
其
必
要

ωな
い
こ

Z
を

物
語
れ
る
も
の
ご
一
五
へ
や
，
ョ
。
然
ら
ば
此
期
間
は
長
き
に
過
ぎ
は
し
な
い
で
ゐ
ら
う
か
。
割
払
は
亦
然
ら
宇
正
答
へ

皮
ぃ
。
併
し
此
鮎
に
就
い
て
は
少

r
b
A
r異
論
M
r
b
b
限
月
短
縮

ω事
由
ご
な
っ

τゐ
る
の
で
あ
る
が
、
之
が
解

決
の
鍵
を
握
れ
る
嘗
業
者
は
自
己
の
笹
利
政
策
上
、
よ
し
過
長
な
る
事
を
知
る
も
之
を
口
外
せ
f
c

る
を
以
て
、
結

局
種
々
な
る
事
司
貨
よ
b
之
が
判
定
を
な
古
い
る
を
待
な
い
。
先
づ
政
府
は
如
何
は
る
標
準
に
よ
h
投
機

ω過
量
な

る
事
を
認
定
し
た
の
で
あ
る
h
r
o

恐
ら
く
は
か
の
投
機
偏
集
の
現
象
を
眺
め
、
株
式
取
引
全
般
に
於
り
る
投
機

ω

過
剰
を
遮
断
し
た
る
も
の
で
な
か
ら
う
か
。
従
来
株
式
取
引
所
に
於

t
は
成
械
の
株
式
例
へ
ば
取
引
所
株
的
一
如
き

に
は
極
端
Z
云
は
れ
る
迄
に
投
機
が
雲
集
し
、
従
て
英
一
角
を
見
れ
ば
宛
も
賭
博
場
の
如
き
嗣
酬
を
塁
し
て
ゐ
た
の

は
一
帯
貨
で
あ
る
。
り
れ
ど
も
之
は
飽
く
盗
偏
集
の
現
象
た
る
に
過
ぎ
な
い
Y
o
其
設
壌
に
は
反
而
多
〈
の
投
資
株
に

ゐ
h
て
は
必
要
な
る
投
機
す
b
集
め
得
宇

Lτ
商
内
不
国
滑
を
極
め
、
標
準
相
場
作
成
に
支
障
を
戒
し
っ
、
あ
っ

た
事
貨
を
暴
げ
得
ら
れ
る
。
政
府
が
取
引
所
の
会
館
を
見
守
箪
に
一
部
の
前
内
模
様
の
み
を
眺
め
、
徒
ら
に
無
差



別
的
な
る
投
機
抑
歴
策
ご
し
て
り
限
月
一
短
縮
を
断
行
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
明
hr
に
偏
面
的
制
袋
の
弊
に
陥
h
た

る
も
の
さ
一
疋
ふ
〈
(
、
従
て
其
良
旧
唱
を
牧
め
得
な
か
っ
た
の
も
寧
ろ
常
然
な
h
ピ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
日
株
式

商
内
が
愈
I
偏
袋
的
崎
形
的
傾
向
を
増

L
っ
、
ゐ
る
は
・
限
月
短
縮
に
依
h
従
来
多
少
共
投
資
林
に
集
b
し
投
機

を
も
之
を
投
機
株
へ
も
獄
h
立
て
、
必
要
部
分
よ
り
不
必
要
部
分
へ
も
遁
移
せ
し
め
た
る
に
外
な
ら
な
い
。
郎
も

私
は
云
ふ
、
従
来
の
株
式
取
引
所
に
於
付
る
清
算
取
引
に
は
投
機
は
決
し
て
過
量
な
り
し
に
は
非
守
し
て
編
集
し

た
る
の
み
、
従

τ三
ヶ
月
さ
い
ふ
期
間
は
長
き
に
過
ぎ
た
ぜ
は
云
へ
な
い
ご
。
或
は
明
治
の
初
め
に
あ
り
て
は
経

済
界
は
幼
稚
に
し
て
取
引
力
が
旺
盛
で
な
か
っ
た
か
ら
、
=
一
月
ピ
い
ふ
長
さ
を
奥
へ
た
の
は
至
常
で
も
あ
っ
た
で

ゐ
ら
う
が
、
舵
に
綬
鴻
界
が
非
常
な
る
挽
歩
を
遂
げ
取
引
力
的
眠
怖
を
植
の
つ
、
ゐ
る
今
日
、
新
の
如
己
長
期
ef

認
h
U

る
必
要
は
道
も
存
し
な
い
か
ら
、
二
月
に
短
縮
し
た
も
の
で
あ
る
古
も
云
へ
る
で
あ
ら

5
0
併
し
取
引
力

ω

増
進
は
事
貨
な
h
z
す
る
も
、
一
方
又
そ
れ
ご
共
に
取
引
量
の
増
加
叫
匁
に
漸
次
消
化
難
を
来

L
、
前
者
を
相
殺

し
っ
、
あ
る
事
を
も
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
官
民
に
之
を
他

ω方
面
よ
り
考
察
す
る
も
株
式
限
月

ω短
縮
は
時
代
の
要

求
に
逆
行
す
る
も
の
ご
忠
は
れ
る
節
が
ゐ
る
。
前
に
商
品
市
債
の
標
定
に
投
機
の
必
要
な
る
を
設
〈
仁
首
h
・
単

に
現
在
の
需
給
の
み
な
ら
中
府
来
に
於
け
る
需
給
を
も
之
を
考
慮
に
入
れ
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
事
を
越
べ
た
が
、
軍

に
此
鈷
よ
-
り
す
れ
ば
婚
家
へ
の
期
限
が
長
け
れ
ば
長
き
穏
、
商
品
市
債
は
長
き
に
亘
っ
て
定
安
す
る
も
の
ご
云
へ

る
の
で
あ
る
。
唯
此
主
張
を
打
消
す
一
事
は
、
崎
山
b
に
過
長
な
る
時
は
将
来
に
於
げ
る
経
橋
事
情

ω槻
測
に
基
〈

需
給
の
珠
想
が
不
確
賀
正
な
-P
、
従
て
不
要
な
る
投
機
が
混
入
し
却
っ
て
市
痕
標
定
を
妨
げ
る
事
な
き
ゃ
の
懸
念

で
あ
る
o

此
考
は
誠
に
至
蛍
で
あ
る
。
即
ち
此
雨
者
を
併
せ
考
ふ
れ
ば
、
結
局
我
等
の
知
識
ド
て
如
・
0

得
ら
る
、

設

苑

九

株
式
定
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取
引
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復
習
に
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い
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設

要E

株
式
定
期
取
引
自
限
月
復
講
に
就
い
て

第
二
十
七
袋

J， 

第
六
都

O 

限
・
り
ご
い
ふ
限
定
詞
附
に
て
、
出
来
得
る
限
b
崎
市
来
の
需
給
を
盛
入
せ
し
む
る
が
合
目
的
々
で
あ
る
ご
一
五
へ
る
で

あ
ら
う
。
然
る
に
此
財
界
一
品
象
に
謝
す
る
我
々
の
楓
測
カ
は
、
事
問
進
歩
仁
件
ふ
助
力
仁
よ
り
盆
I
精
確
さ
を
加

へ
つ
、
あ
る
は
何
人
も
認
め
古
る
を
得
な
い
所
に

L
て
・
明
治
初
年
に
於
り
る
そ
れ
古
今
日
仁
於
り
る
そ
れ
E
は

到
底
比
較
し
得
な
い
径
庭
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
経
積
回
抑
の
複
雑
化
は
多
少
之
を
考
慮
せ
な
り
れ
ば
な
ら

ぬ
ど
す
る
も
、
今
日
之
を
短
縮
せ
ん
ど
す
る
が
如
き
は
、
正
L
〈
時
代
の
要
求
じ
述
討
す
る
も
の
Z
云
ム
ベ
〈
、

極
言
す
れ
ば
人
間
文
明
進
歩
を
否
認
す
る
も
の
で
あ
る
ご
も
一
五
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

以
上
私
は
株
式
清
算
取
引
の
三
ヶ
月
は
今
自
決
し
て
過
長
で
は
な
い
こ
正
金
概
詮
し
た
つ
も
h
で
あ
る
。
一
一
一
ゲ

月
に
し
て
長
か
ら
十
又
短
か
ら

T
Z
せ
ば
、
此
期
聞
は
大
館
に
於
て
株
式
市
街
標
定
の
潟
に
滴
営
し
て
ゐ
る
も
の

な
る
ん
唱
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
私
は
其
故
に
株
式
清
算
取
引
の
期
限
は
必
十
三
ヶ
月
の
長
テ
ゼ
有
た
ね
ば
な

ら
ぬ
古
い
ふ
事
を
早
〈
も
此
蕗
に
高
唱
す
る
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
我
々
が
株
式
清
算
期
間
ご
し
て
要
以
す
る
所

の
も
の
は
・
市
附
慣
棋
定
の
錦
に
中
耐
幽
し
た
る
長
吉
で
ゐ
り
、
必
中
し
も
一
定
し
た
る
長
吉
例
へ
ば
三
月
た
る
こ
ど

を
固
執
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
即
も
某
期
間
は
櫨
定
し
た
る
時
の
一
軸
に
非
中
し
て
相
常
の
範
闘
を
有

す
る
長
き
で
あ
る
。
従

τ私
は
真
に
他
に
も
此
要
求
に
合
す
る
期
間
ゐ
h
や
否
や
を
検
せ
ね
ば
な
ら
凶
。

次
仁
現
行
ニ
ヶ
月
制
度
は
如
何
ω

此
期
聞
は
長
、
き
に
池
ぎ
は
し
な
い
で
ゐ
ら
う
か
。
吾
人
は
阪
に
三
ヶ
月
全
以

て
其
長
さ
γ
過
ぎ
な
い
事
を
論
設
し
た
る
以
上
、
そ
れ
よ
h
も
短
き
ニ
ヶ
月
ド
過
長
な
る
筈
は
な
い
正
断
壱
ね
ば

な
ら
品
。
然
ら
ば
此
剃
聞
は
短
き
に
過
ぎ
は
し
な
い
で
ゐ
ら
う
か
。
私
は
然
ら
守
正
一
答
へ
度
ぃ
。
併
し
此
駄
に
就

い
て
は
三
ヶ
月
過
長
設
正
共
に
少
か
ら
宇
異
論
が
ゐ

b
、
質
に
限
月
復
奮
運
動
の
基
因
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ



る
。
り
れ

E
も
其
質
般
に
立
入
つ

τ深
き
調
査
を
行
ふ
な
ら
ば
、
其
主
張
の
蛍
ら
ぎ
る
こ
芭
、
従
て
亦
之
を
期
間

の
上
よ
り
見
て
ニ
ゲ
月
Z
い
ふ
長
吉
は
株
式
市
川
田
標
定
に
差
支
を
奥
ふ
る
も
の
に
非
F
る
こ
ピ
を
知
hJ
得
る
で
あ

ら
う
ど
思
ム
。
今
日
株
式
取
引
所
に
於
て
投
機
偏
集
の
現
象
を
見
.
百
四
定
相
場
作
成
に
支
障
を
楽
し
っ
、
め
る
般

金
呈
す
る
は
、
一
に
は
彼
等
取
引
所
開
係
者
の
罪
に
蹄
す
べ
き
も
の
が
頗
る
多
い
。
郎
も
彼
等
は
取
引
所
の
使
命

が
各
株
式
市
債
の
標
定
に
ゐ
る
事
を
忘
れ
、
輿
へ
ら
れ
た
る
期
間
に
菩
蕗
す
る
こ
Z
な
〈
、
惟
そ
の
利
己
的
管
利

の
潟
に
勘
も
す
れ
ば
投
機
株
に
向
は
ん
ご
す
る
一
般
人
気
を
利
用
し
、
盆
I
ぞ
れ
に
至
る
ア
，
、
仕
向
け
っ
、
あ
る

の
で
ゐ
る
。
業
他
手
数
料
の
遇
高
、
取
引
員
の
信
用
低
下
等
は
健
全
な
る
取
引
を
じ
て
愈
t
取
引
所
を
見
拾
て
し

め
、
取
引
所
存
在
の
意
義
、
必
要
を
減
殺
し
っ
、
あ
る
o

要
之
、
今
月
取
引
所
取
引
特
に
長
期
清
算
取
引
が
不
振

を
極
め
つ
、
ゐ
る
事
由
が
、
財
界
不
況
に
基
〈
一
般
的
影
響
は
之
宇
別
己
す
る
も
、
限
月
短
紛
以
外
に
亦
上
越
の

如
主
事
情
に
基
(
も
の
多
し
ご
す
れ
ば
‘
ニ
ゲ
月
決

L
て
短
き
に
渇
ぎ
な
い
事
を
肯
定

L
得
る
に
至
る
で
あ
ら
う

ど
思
ふ
。
郎
も
ニ
ヶ
月
も
三
グ
周
ご
等
L
〈
、
今
日
株
式
清
算
期
間
正
し
て
大
健
長
か
ら
す
短
か
ら
宇
、
相
嘗
な

る
期
間
で
あ
る
ご
一
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

然
ら
ば
一
ヶ
月
制
度
は
如
何
。
私
は
業
短
き
に
過
「
る
事
を
信
じ
て
疑
は
な
い
o

一
ヶ
月

ω定
期
取
引
は
最
近

に
行
は
れ
た
る
例
争
見
な
い
か
ら
賞
伎
が
ら
す
る
批
判
は
之
を
な
し
得
な
い
が
、
此
短
き
期
間
で
は
常
限
↑
本
の

立
曾
を
ご
る
も
叉
蛍
先
限
二
本
的
立
舎
を
ピ
る
も
其
賀
行
極
め
て
困
難
で
あ
h
、
果
し
て
必
要
な
る
投
機
を
集
め

よ
〈
大
量
注
文
を
消
化
し
‘
以
て
株
式
市
備

ω標
定
を
行
ひ
得
る
や
否
や
大
に
危
ま
5
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
o

或
は
現
行
短
期
清
算
取
引
を
例
ド

z
h
定
期
式
を
底
し
繰
延
式
を
採
用
す
る
に
於
て
は
、

一
ヶ
月
に
て

b
よ
〈
清

詑

苑

株
式
定
期
取
引
の
眼
目
値
講
に
就
い
1

て

第
二
十
七
谷

:九

第

観



結

手E

株
式
定
期
胤
引
の
臨
月
彼
稽
に
就
い
て

部
二
十
七
谷

1， 
凹

第
」
〈
腕

算
取
引
の
機
能
を
果
し
得
る
ご
唱
ふ
る
者
b
あ
ら
う
が
.
私
の
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、
現
行
短
期
取
引
が
準
ろ

過
剰
の
投
機
を
集
め
股
盛
な
る
商
内
e

伊
秘
け
て
ゐ
る
所
以
の
も
の
は
‘
銘
柄
の
投
機
株
た
る
以
外
に
、
主
正
し
て

采
替
の
形
式
的
な
る
に
仲
ふ
高
年
取
引
に
る
貼
に
腕
附
し
て
ゐ
る
も
の
ご
信
す
る
o
換
言
す
れ
ば
清
算
取
引
が
繰

延
式
を
採
る
に
於
て
は
形
式
上
定
め
ら
れ
た
る
期
闘
を
無
湖
し
資
質
上
之
を
潜
る
も
の
な
る
事
を
忠
は
い
て
清
算

取
引
が
一
ヶ
月
に

τぬ
到
底
共
完
全
な
る
作
用
を
世
帯
し
得
な
い
事
を
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。
印
も
定
期
式
、
繰
延

式

ω形
式
を
雌
れ
清
算
山
柄
引

ω本
然
に
姉
b
て
、
如
何
粧
の
忠
我
山
期
聞
を
処
ふ
る
な
ら
ば
花
凶
の
今
日
に
於
て
必

要
な
る
投
機
を
集
め
株
式
市
岡
恨
の
標
定
を
望
み
得
ら
れ
る
か
を
考
究
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
一
ヶ
月
の
品
川
h
に
短
き

に
過
「
る
一
』
ご
を
知
h
得
べ
き
答
で
あ
る
。

掴
抑
私
は
之
迄
郁
々
な
る
研
究
を
な
し
来
っ
た
が
、
遂
に
株
式
取
引
の
清
算
期
間
従
て
其
清
算
取
引

ω限
月
は
大

陸
に
於
て
二
ゲ
月
乃
至
三
ヶ
月
を
遁
常
ご
す
る
惑
を
知
り
得
た
。
唯
定
期
取
引
は
性
質
上
中
聞
の
長
さ
を
好
ま
な

い
か
ら
、
結
局
残
る
所
は
二
月
か
三
月
か
ご
い
ム
遮
捧
に
蹄
す
る
露
で
あ
る
。
然
ら
ば
共
何
れ
を
採
用
す
ぺ
き

か
。
我
々
は
躍
に
期
間
か
ら
一
五
へ
ば
株
式
清
算
取
引

ω限
月
は
一
-
月
に
て
も
三
月
に
て
も
可
な
り
ご
す
る
も
、
然

も
、
無
差
別
的
に
之
を
採
用
す
ぺ
き
も
の
で
は
な
い
o

蓋
し
此
耐
者
は
他

ω鮪
に
於
て
栂
々
な
る
相
蓮
を
持
ち
、

そ
の
何
れ
を
採
用
す
る
か
に
依
り
て
大
な
る
得
失
を
来
す
か
ら
で
ゐ
る
。
而
し
て
株
式
取
引
の
賞
際
に
就
い
て
見

る
に
、
三
月
制
の
方
が
二
月
制
よ
り
も
優
れ
た
る
利
鮎
を
有
す
る
事
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
か

ら
、
之
を
全
般
的
に
考
察
し
三
月
制
を
選
定
す
る
に
至
る
こ
ご
は
嘗
然
な
h
t
云
は
ね
ば
な
ら
泊
。

要
之
、
株
式
清
算
取
引

ω限
月
は
今
日
の
我
図
に
於

τは
一
ニ
ゲ
月
が
よ
り
遁
嘗
で
あ
る
o
而
L
て
其
結
果
は
宛



も
限
月
復
醤
論
者
の
主
張
E
符
節
を
合
す
る
が
如
き
も
の
ゐ
る
も
、
其
寅
質
内
容
に
至
つ
て
は
大
い
に
異
る
所
あ

る
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
も
第
一
に
三
限
月
制
度
に
謝
す
る
復
奮
論
者
の
態
度
は
絶
封
可
吉
見
る
ぺ
き
も

ωで

あ
る
が
、
悲
の
そ
れ
は
相
調
的
の
可
に
渇
吉
な
い
。
第
二
に
共
に
賞
際
に
其
範
を
古
る
ご
す
る
も
、
彼
の
寧
に
慣

習
其
物
に
基
礎
を
置
〈
に
調
し
忍
の
主
張
は
飽
〈
迄
理
論
に
立
脚
し
て
ゐ
る
貼
で
あ
る
。
従
て
彼
の
主
張
は
理
部

に
基
〈
要
求
に
は
打
砕
か
れ
る
で
も
あ
ら
う
が
、
私
り
'
ぞ
れ
は
理
論
的
の
洗
練
を
経

τゐ
る
か
ら
査
も
英
成
は
存

し
な
い
。

四

限
月
一
短
縮
の
目
的
が
一
般
に
認
め
ら
る
、
知
〈
不
純
金
な
る
投
機
の
抑
制
に
あ
h
t
す
れ
ば
、
そ
れ
は
其
目
的

に
謝
す
る
手
段
ご

L
て
越
蛍
な
る
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
取
引
期
限

ω
短
縮
己
い
ふ
事
は
、
清
算
取
引
の
内
容
を

な
す
他

ω借
金
な
る
取
引
に
謝
し
無
差
別
的
な
る
陣
容
を
典
へ
、
其
純
伴
な
る
結
果
を
牧
め
得
な
い
か
ら
で
あ

る
。
而
し

τ本
は
従
来
又
現
仕
の
株
式
取
引
所
に
於
り
る
最
大
欠
陥
は
投
機
の
過
剰
に
非
宇
し
て
其
偏
集
に
あ
り

ご
考
ふ
る
者
で
あ
る
が
.
此
結
よ
h
見
ゐ
も
限
月
山
り
短
縮
は
事
ろ
之
を
避
〈
べ
き
も
の
で
あ
る
ご
云
は
ね
ば
な
ら

泊
。
蓋

L
限
月
的
結
少
は
阪
越
の
如
〈
盆
I
此
崎
形
的
現
地
戒
を
助
長
す
る
傾
ゐ
る
を
以

τ
い
あ
る
。
要
之
、
限
月

の
短
縮
は
不
俄
金
な
る
投
機
を
抑
制
す
る
に
多
少
の
致
巣
ゐ
ち
し
事
は
認
む
る
も
、
同
時
に
健
全
な
る
取
引
に
も

支
障
を
及
ぼ
し
投
機
偏
集
ピ
い
ふ
弊
害
を
全
然
救
匡
す
る
に
歪
ら
な
か
っ
た
の
を
遺
憾
ご
す
る
。
加
之
、
株
式
の

清
算
取
引

ω期
限
は
前
節
に
述
べ
た
る
が
如
〈
、
我
閥
的
今
日
に
於

τは
一
二
ヶ
月
が
よ
h
過
賞
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
郎
も
之
等
を
金
般
的
に
見
る
な
ら
ば
、
限
月
は
寧
ろ
奮
の
三
月
に
還
し

τ其
完
全
な
る
活
用
を
闘
志

E
共

設

9画

株
式
見
期
以
引

ω
限
月
続
鵠
に
就
い
て

第
二
十
七
巻

大.

ヨ干

後
六
都



話

ダ届

四

株
式
定
川
市
柄
引
O
限
月
復
稽
に
就
い
で

第
二
十
七
巻

第
コ討す

観

丸
一
六

に
、
業
改
善
す
べ
き
貼
は
他
の
良
策
に
侯
つ
を
以
て
優
れ

h
E
一
五
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
斯
の
如
き
見
地
よ
h
限

月
の
俊
奮
に
賛
意
ey
表
寸
る
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
他
の
方
策
正
は
何
で
あ
ら
つ
か
。
勿
論
人
に
依
り
積
々
な
る
案
が
提
唱
サ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
私
は

上
越
の
議
事
情
に
照
し
、
そ
の
最
も
麹
切
な
る
方
法
の
一
言
し
て
真
実
詮
焼
金
の
調
舗
を
血
中
げ
る
。
此
方
法
が
限

月
短
縮
に
比
し
て
優
れ
る
貼
は
、
一
前
者
の
一
般
的
方
法
な
る
に
封
し
後
者
は
個
別
的
の
方
法
で
あ
り
、
株
式
の

秘
綴
じ
廊
じ
て
加
減
し
得
品
。
二
改
正
が
祭
日
却
で
ゐ
h
、
市
場
の
欣
勢
に
従

ο伸
縮
自
在
に
之
を
施
1
得
品
。
一
二

健
全
な
る
取
引
に
艶

ι何
等
の
支
障
を
も
及
ぽ
す
こ
ど
は
な
い
。
四
共
放
川
市
は
前
者
よ
h
一
一
盾
脱
商
で
あ
る
。
等

で
あ
ら
う
、
唯
此
方
法
は
限
月
調
節
の
回
定
的
な
る
に
謝
L
瀧
助
的
で
あ
る
か
ら
、
其
運
用
は
巧
妙
に
し
て
適
正

な
る
を
要
L
、
私
心
の
捗
入
は
最
も
之
を
慌
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。

従
来
、
政
府
は
詮
懐
金
の
大
い
き
に
謝
し
て
は
、
責
買
契
約

ω履
行
を
揖
保
せ
る
取
引
所
が
自
巳
の
利
害
関
係

上
過
信
に
加
減
す
る
で
あ
ら
う
ぜ
い
ふ
考
で
、
依
り
差
入
っ
た
干
渉
を
も
な
き
宇
、
其
自
由
に
任
し
て
ゐ
た
ゃ
う

で
あ
る
。
り
れ
ど
も
詮
操
金
は
之
を
枇
曾
的
に
見
れ
ば
、
投
機
ぜ
い
ふ
事
象
E
密
接
な
る
関
聯
を
有
し
、
決
し
て

軽
々
に
看
過
せ
ち
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
・
取
引
期
間
Z
共
に
、
其
最
底
限
度
、
時
価
慣
に
針
す
る
削
合
等
主
(
要
項

だ
け
は
、
公
益
上
の
必
要
か
ら
遁
嘗
な
る
所
に
是
非
規
定
し
置
く
べ
き
も
の
で
ゐ
る
Z
信
守
る
。
吾
人
は
今
日
株

式
取
引
所
に
於
け
る
最
大
欠
陥
は
投
機
の
編
集
仁
あ

h
z
考
ふ
る
を
以

τ、
ぞ
の
健
全
な
る
後
背
を
な
さ
し
め
ん

が
潟
に
、
敢
ヘ
ィ
此
案
を
提
唱
す
る
次
第
で
あ
る
。

此酷からも官民組織り株式取引所のι誕を説書符るて.あらう。5) 


